A Liberated Woman: Lena Grove in Light in August by 多湖 純佳
『八月の光』解き放たれた女性 : リーナ・グロー
ブ
著者 多湖 純佳
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 外国語学・外国文学編
巻 122
ページ 47-60
発行年 2003-02
URL http://hdl.handle.net/10114/3939
4７ 
『八月の光』
解き放たれた女性：リーナ・グローブ
多湖純佳
ウイリアム・フオークナー（WilliamFaulkner,1897-1962）の作品中の女性
キャラクターの多くは，南部社会の因習に縛られ，父権制社会の幟牲となって
抑圧され，声を持つことができずⅢ堕落する者として描かれており，彼の女性
嫌いを匂わせている。彼が1955年に日本を訪れたときのインタビューでは，
｢女性があらゆる悪とトラブルの原因であるという考えに取り懸かれていない
か｡」（LG126）という質問を向けられている。これに対してフォークナーは．
｢私の作品によって，女性が男性よりも道徳的に劣っているという印象を与え
てしまったのなら，それは残念なことである。そんなことはないのだから｡」
(LG12627）と弁明し，南部の女性観については，「私の小説において，不快
であるとされる女性たちは,不快なキャラクターにする目的で造形されたので
はない。女性が不快だなんてとんでもない。私は自分が話そうとしている物語
を話すために，彼女たちを道具として使った｡」（LG125）と応えている。し
かし，「響きと怒り」meSOlmdandtheFiJly（1929年）の中で，コンプソン氏
は，「女性というものは，悪が好きで，悪そのものに欠けている何でも補って
はⅢ本能的にそれを身体に引き寄せるのだ」（ＳＦ96）と語り，フォークナーに
とって「美しい人」「最愛の人」（FU6）であるキャディーでさえも，彼女の
自由奔放な異性関係による堕落が，コンプソン家の名誉を機したとして，一家
を崩壊させる原因になっている。後に書き加えられたアペンディクスでキャデ
ィーは，離婚を繰り返し，ナチスの将校の愛人になるという半生を生きており，
悲劇的なキャラクターとして読者の同情を誘うものの．決して快い印象を与え
てくれる人物像であるとは言えない。さらに，「響きと怒り」は，「居間の窓を
覗き込もうとして，梨の木に登った少女の汚れたお尻の心像から始まった」
（ＦＵ１）とフォークナーが言っているように，キャディー像から始まっている。
このコメントから彼の意図を汲み取ると，作品が書き始められる以前にキャデ
ィーは堕落の運命をたどることにあったことが分かる。少女のズロースは，泥
で汚れており，ベッドに入る前にディルシーが脱がせても，お尻にまで汚れが
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染み込んでしまっていたために、ごしごし拭かなければならないほどだったの
である。何故，少女のズロースは泥で汚れていなければならなかったのか。ブ
レイカスタンは，泥について「泥は二上壌である；土壌，肥沃そして汚れは女性
である。泥は不浄であり，全ての不浄は「女性の堕落」に繋がっている｡」
(Bleikastan,1hk290）と述べている。キャディーを見る限りにおいて，フォー
クナーが女性をどのように捉えようとしていたのかという真意は，説明をする
までもない。
キャディーを例に挙げてみたが！「死の床に横たわりてｊＡｓＩＬａｙＤｙｉｎｇ
(1930年）のアデイーや「サンクチュアリ」Sancruajy（1931年）のテンプルの
描かれ方にも，フォークナーの女性は根本的に悪であると評する姿勢が伺える。
ところが，「八月の光」LjghrjnAugusr（1932年）のリーナ・グローブに関し
ては，このことが当てはまらないようだ。「八月の光」の執筆を始めるにあた
った経緯を，フォークナーは次のように述べている。
｢八月の光」は，リーナ・グローブから始まった。何も持たない若い女性
が，恋人を探すことを心に決めたという考えから。この作品は，女性に対
する賞賛の念，女性の勇気と忍耐を描くことから始まった。この物語を語
るにあたり，もっともっと深入りしなければならなくなったのだが，主と
してこれはリーナ．グローブの物語なのだ。（ＦＵ７４）
リーナ像は，キャディーの心像とは始めから大きく異なっている。リーナは作
品の中で常に穏やかで明るいイメージで描かれており，悪や堕落という言葉で
表象されることはほとんどなく，彼女の行助がトラブルを巻き起こすこともな
い。リーナは，他の作品も然ることながらⅢ「八月の光」に登場する女性キャ
ラクターとも，その性質を異にしている。「八月の光」の主軸は，決して交わ
ることのないリーナとジョー・クリスマスの物語によって構成されており，ジ
ョーに何らかのかたちで関る女性たち（アトキンズ，ポビー・アレン，マッキ
ーカン夫人，ジョアナ・バーデン，ハインズ夫人，ミリー・ハインズ）は，
悪・堕落・機れの権化であるかのように描かれているため，ジョーは，彼女た
ちへの嫌悪感を顕にしている。リーナとジョーに関る女性たちの善と悪，明と
暗，賞賛と嫌悪といった対照は，実にはっきりしており，このことによりリー
ナのイメージが際立っているとも言える。この論文では，リーナという女性の
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女性性を分析したうえで，彼女に表象される女性像！そして彼女を作り上げた
フォークナーの意図を考察していきたい。
家父長制の因習に囚われた南部の男性優位のコミュニティーでは，女性は抑
圧を受ける運命にある。「八月の光」では！この運命をたどる女性たちが読者
の関心を引き，彼女たちの表情や風貌にこのことが見て取れる。偏狭なキリス
ト教徒であり，残忍で偏屈な夫に忍従しなければならなかったため，「忍耐強
くしおれた姿をしており，女らしさを示す物といえば，きっちりと巻いた白髪
混じりの髪とスカートのほか何一つない」（165）マッキーカン夫人。現実から
離れ，退行的な生活をする夫と共有の場を持てず，「細く，やつれて」（63）
｢凍りついた表情」（63）をしたハイタワー夫人。狂信家で人種偏見の甚だしい
夫に耐え，「木のように堅い表情」（372）をし，「死人の声」（372）で話すハイ
ンズ夫人。昼間は安レストランの給仕として働き，夜は娼婦として働かされ，
「目の回りは黒ずみ，伏せたまぶたの下で深みはなく，まるで物を映すことさ
えできない目」（180）をしたポビーアレンである。また，ミリー・ハインズ
は，父親に「淫乱と憎悪の歩く形」（374）と称され，出産のときに医者を呼ん
でもらえず死に至らしめられている。この中にⅢリーナもルーカスによって妊
娠させられ，逃げられたという事実からすると，女性は男性の性的な快楽のた
めに存在すると定義する家父長的文化の犠牲者に含まれるのだが，ブレイカス
タンが，彼女は「彼女自身の空間の中に存在している」（B1eikastan，`oFnthers
inFaulkner''129）ようだと言及し，また，ウァレンが，彼女を「道徳的な規
範を超えた存在」（Warren268）と述べているように，リーナは，男性支配の
社会の規範から逸脱した空間に生きているので，男性の犠牲にはならない例外
だと言うことができる。その具体例を検証してみよう。
女性のセクシャリティーは，悪の根源，堕落の象徴であるとする社会で，リ
ーナの未婚の状態での妊娠は非難されるに値する。２０才年上のリーナの兄は，
思春期のころに両親をなくしたリーナと彼自身の家族の面倒を見てきた厳格な
男で，「柔らかさや優しさや若さ，そして全てのものを汗とともに流し落とし
てしまっており，頑固でひたむきな我慢強さと自分の血統へのわびしい誇り」
(6)を持っているという男だったゆえ，リーナの妊娠を知ったときは，彼の血
統への誇りを傷つけられ，機されたことが許せず，彼女を「淫売」（６）と罵る。
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｢だから（甥っ子たちの面倒ばかり見てたから），私にもこんなに早くできちま
ったんだわ｡」（５）「これが私の運命だってことね｡」（６）と妊娠したことにつ
いては，動揺や焦りを見せず，自分に課せられた運命だと素直に受け入れるリ
ーナだったが，彼女を捨てて逃げたルーカスを非難する兄に対して，彼女は頑
なに「彼は私に迎えをよこすわ。迎えをよこすって言ったんです｡」（６）と繰
り返し言い，承服することはない。
ここで，ならず者のルーカスのことばを疑わずに信じるリーナは，自分が捨
てられたことにも気づかず，社会的・道徳的な善悪を理解していない愚かな女
だと解釈することも可能ではあるが，果たしてそうであろうか。彼女は，男系
家族の扶養者である兄に自分の意志をはっきりと告げ，２週間後には，家を出
ることで彼の支配から逃れ，独立，自立する旅へと発つ。昼間，堂々と玄関か
ら出ていくこともできたし，誰もそれを止めることはなかったのであろうが，
彼女は，夜中に窓から出て行くことを選ぶ。本来，出入りに使うことのない窓
を，しかも，人目を避ける夜にその目的で使う場合は，社会的に禁止されてい
ることや道徳に反すること，心にやましさを感じることを行うときの手段にな
ると解するのが一般的である。リーナがそうしたのは，結婚する前に自分の体
の形を変えてしまった行為に対する自責の念からであり，また，兄の叱責に対
して反抗はしたものの，自分自身にも非があったことをある程度は容認したか
らだと解釈することができる。彼女は，自分の信念を貫くために兄に反抗する
のであり，善悪の規範は理解していると考えるのが適当である。
父権性原理が支配し，セクシャリティーを人間の堕落の根源として抑圧しよ
うとするピューリタリズムの浸透している南部社会の歪みの中でロリーナは’
そのような抑圧や歪みのない異教の世界'を求めて，もがき抵抗をして旅に出
た。彼女のこのような強い意志に基づく行動について，クラークは，次のよう
に述べている。「リーナの思考や行動のことば通りの真実は，彼女について男
性が創り上げた神話を破壊する｡彼女の男性によって確立された秩序の拒絶は，
父権制社会を脅かす」（Clarke97-98）自由奔放なキャディーでさえも，コン
プソン家の名誉を守るために，お腹にできた子どもの父親とは違う男との結婚
を承諾するし，娘のクエンティンについても不本意ではあるが手放すことに承
服し，自分の意志を通そうとはしなかった。それどころか，「私の中に何か恐
ろしいものがいて…それが，私を見てにやにや笑っているの」（ＳＦ112）と，
自分の内部に悪事をそそのかす悪魔がいることを認めてｗ彼女に向けられたい
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かなる非難も受け入れてしまう。キャディーは，父権原理をふりかざし，彼女
を支配する父親のコンプソン氏と父親以上に南部の因習に囚われ，家の名誉と
体面のことしか考えない母親のキャロラインの抑圧に押し潰され，抵抗するこ
とも逃れることもできなかった。キャディーを社会への反逆に失敗した敗者と
するならば，男系家族の支配下に置かれながらも自分の意志を貫き，行動を起
こしたリーナは，南部父権制社会を脅かし，反逆を試みた結果，勝利を勝ち得
た勝者ということができる。
リーナが臨月の大きなお腹を抱えて，子どもの父親と異教の世界を求めて，
独立，自立して旅に出るシーンで始まるこの作品は，そのおよそ１ヶ月後，生
まれた子どもを膝に抱きまた旅を続けるというシーンで終わっており，そのイ
メージは終始明るく,穏やかで豊饒である。このことをブレイカスタンは，
「（トロイの）ヘレンがそうであったように，リーナは光（light）である」
(Bleikastan,１hｋ281）と言及しており，リーナは，まるで彼女自身が光源であ
るかのように，彼女をとりまく世界を明るくしている。
ほとんど身一つで旅を始め，４週間歩き続けて来たリーナは，「私，アラバ
マからやって来たのね。ずいぶん遠くまで。アラバマからずっと歩いて。ずい
ぶん遠くまで来たのねえ｡」（３）と自分のこれまでの歩いてきた，４週間の道
のりを自我自賛するかのように口にする。このことばには，苦労，疲労，徒労
といった否定的な概念は含まれていないし，本来の目的である追跡よりも，旅
自体が目的となっているようにさえ思える。それに，自分を捨てた男に対する
非難の感情さえも含まれてないようだ。それどころか，穏やかでコミカルな印
象さえ受ける。これは，このフレーズが，スティーブン・フォスターの「オ
ー・スザナ！」の第一スタンザの歌詞，IhavecomefiPomAlabama／Witha
banjoonmyknee／Andl1mboundfOrLouisiana／Mytruelovelbrtosee・の第
一文を思い起こさせるからであろうか。
リーナの進む道は，次のように描写されている。
彼女の背後に延びる道は，昼から夜へ！そしてまた夜から昼へと単調に続
く長くて平穏な相も変らぬ道で，その中を彼女は誰のものとも分からない
同じようなのろい馬車をいくつも乗り継いでは進んできたのであり，それ
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らはまるで車輪を*しらせてのっそりと行く化身の行列のようであり，大き
な髄の周りを永久にはかどりもせずに進む何ものかのようであった。（７）
ここでフオークナーは，英国の詩人ジョン・キーツ（JohnKeats,1795-1821）
の「ギリシャの壷に寄せるオード」を坊佛させる比Iliiiiを用いている。この詩は，
ギリシャの壷に彫られているレリーフに詩人が語りかけるというもので，その
レリーフは，息を切らしながら戯れる若い恋人たちの優美な躍動感を感じさせ
る一瞬の経験を大理石に不動のものとしてとどめたものである。キーツはここ
に，全てのものが変化をする世界にあって，一瞬の時を凍結させることで，永
遠性を表現しようとした。そして，その永遠性をフォークナーは，この壷の比
愉を使うことによってリーナに１次き込もうとしたのである。壷はその形状から
女性の体の隠噛2としても使われており，その大きな壷の周りを「男性の種を
受け入れることを運命づけられた肉体」（BIeikastan,lhk281）は，その形状を
徐々に変えて，大地と一体化するかのように裸足に地面を感じながら，ゆっく
りと進む。この実りをもたらす母なる大地の象徴と言えるリーナをミルゲート
は，「彼女の時間を超越した永遠性と多産性は，とりわけ豊饒と生命の源であ
る女神，肥沃の象徴であったエフェソスのダイアナと共通性が多い」
(MiUgatel34）と述べている。
リーナのもたらす豊かな実りは，周囲の助けを受けながら’ジョーが殺され
た日の早朝，ジョアナが殺害された屋敷の敷地内にあるジョーの暮らしていた
小屋で，一つの生命として誕生する。ここでも，母なるリーナの豊饒な女性性
は，損なわれることなく描かれている。殺されたジョアナは，リーナと対局に
ある女性で，彼女の女性性はかなり歪められたかたちで描かれている。また，
彼女に対するジェファソンの人々の排他的な態度，ジョーの暴力と非人間化に
は凄まじいものがある。ロバーツは，二人の女性のセクシャリティーの表現方
法とその受け止められ方の迷いを次のように言及している。
リーナは，他人の性的なかかわりに関しては歪めてしまうという様々な社
会的な拒絶を受けることなく，セクシャリティーと多産性を公然と表しな
がら，父権原理の秩序を打ち負かす。彼女は旅のなかで，解放された女性
性を表象し，欲望をジョアナのようにエロティックな人極間の戯れに組み
入れたり，卑狼なシンボル・ワードで表現することなく，自らの体を通し
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て表現する。（Robertsl85）
フォークナーは、リーナの女性性とジョアナのそれを対立法を用いて描写する
ことによって、リーナの特異性を明らかにしているので見てみよう。
南部社会で女性が男性の峨牲になって抑圧されたり，非人間化されずに生き
ていくには，女性でありながらも女性性を捨てて，男性性を備えることが余儀
なくされる。ジョアナは，「糖神の密室はあまり長くそのままだったので，彼
女の糖神の防衛本能がもはや彼女そのものを搬牲にしてしまったため，その肉
体的な方面は男のもつ強さと不屈さを帯びた」（234）女性で，その顔の容貌に
ついては，「骨格がはっきり出て，長く，やや細く，ほとんど男みたい」（266）
と描写されている。窓から夜中に食べ物を求めて忍び込み，暗い台所で食べ物
を漁っているジョーを目の前にし，驚きも怯えもせずに，穏やかな冷静な声で，
｢あなた，食べ物が欲しいだけなら，そこにあるわ｡」（231）と，吐く彼女に女
性らしさは感じられない。生理的に女性を受け入れることができず，女性らし
い行為にも嫌悪感を持つジョーであったが，女性性を排除したジョアナは別で
あった。しかし，ジョアナが彼との性的な快楽を深める中で，女性性を露見し
始めると，ジョーは彼女に暴力を振るい，非人間化する。ジョアナの妊娠に対
してジョーは，「おまえはただ年をとったからそういうことが起ったんだよ。
そうなった今，おまえはもはや役立たずだってことさ・」（277）と非情なこと
ばを浴びせる。これは，ジョアナが女性として，子孫を残すという機能がなく
なったということを意味しており，ハイタワーは，彼女のことを「かわいそう
な不毛な女」（406）と言っている。彼女の家そのものが，「一つの影がそれを
産んだ母なる漢とした闇へと音もなく動きもなしに戻っていくかのようであっ
た｡」（230）と窓を入り口とした暗い「子宮」のイメージで描かれているにも
かかわらず，子どもは生まれない。彼女は，子どもを持つという女性としての
機能さえ奪われた女性として扱われるのである。彼女は，女性としてあまりに
も強すぎる男性的な性質を`ＩＩｌＦぴていたため．もはや伝統的な女性という範嬬の
中に戻すことはできなかった。その結果，フオークナーは彼女に「死」を用意
するしかなかったのである。彼女が死ぬことによって，彼女を疎外していたジ
ェファソンの人々に目を向けられ，白人女性として扱ってもらうことができた
ということは，皮肉としか言いようがない。
「八月の光」のもともとの題名は「暗い家」（"DarkHouse．'）にする予定であ
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った3゜この小説が，ジョアナの女性性の暗さ，不毛性を強調して描いており，
作品の現在が，彼女の死によって始まり，彼女の生い立ちや祖先たちの歴史を
明らかにしていることと，彼女の家そのものが，「暗い家」（darkhouse）（229）
と描写されていることからも納得のいく題名であったと言えよう。しかし，フ
ォークナーが，ジョアナに表象される「晴・不毛・死」をリーナの「光・豊
饒・生」に書き換えたのは，彼の言うように，この作品はリーナの物語だから
である。
前述したようにリーナが光の象徴であり，この作品がジェファソンのコミュ
ニティーにとっては異邦人であるリーナが，この町にやって来て過した８月の
10日間に起った事件を柱に,それぞれのキャラクターの過去を紐解くというか
たちを採っているということから，「８月（の１０日間）の光＝リーナ」
(LighトLenainAugust）と言えるのではないだろうか。というのも，まさしく
リーナは，彼女と接する人々にとっては光のような存在であり，彼らはそのエ
ネルギーを与えられているからである。ジェファソンの住人ではあるが，共同
体から自らはみ出たり，はみ出されたりして社会から隔絶されて孤立して生き
ているバイロンとハイタワーは，彼女と関わりを持つことによって，社会との
断絶からある意味解放される。平Ｈはきっちり仕事をし,女性を含む人間関係
の煩わしさを避けるために二t曜日も残業をし，HIillHは遠方の教会の合唱団の
指揮を務めるという生真面目男のバイロンは，長い間忘れてしまっていた「愛」
をリーナによって覚醒させられ，彼女のために東奔西走し，あらゆる自己犠牲
を惜しまない結果，社会との関りを持つようになる。また，ハイタワーは，牧
師の職を失って25年間，「現実の世界では，死んだ生活」（366）を送っていた
のだが，リーナの子どもを採り上げたという達成感から，「彼の体の中にほと
んど熱い，勝利感に似たものが光り，波立って押し寄せる」（404）のを感じ，
)liW気を取り戻すことができ「何か目的を持った人のように行動する」（405）よ
うになれるのである。
作品の最後は，リーナのコミカルなことば，「まあまあ。人って遠くまで
来れるものねえ。アラバマから来て２ヶ月しか経ってないのに，もうテネシー
州なのねえ｡」（507）で終わっているのだが，物語は終結していない。この最
終章は，旅する家具のセースルマンがリーナとバイロンの恋のやりとりを，彼
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の妻に話して聞かせるという形式を取っている。彼の語りは次の通りである。
｢もうⅢ僕は深入りしすぎちまったよ｡」と彼がいうのさ゜「今さら諦めや
しないさ゜」そして彼女の彼を見る目つきは，まるでいつだって彼がどう
する気でいるのかを，彼が悟る前から知っているようで，それに,彼がど
んなことをしようと，本心はそうじゃないってことも知っているような目
つきだったよ。「誰もあなたに諦めるなんて言いやしなかったわよ・」って
彼女は言うのさ゜（506）
ここでは，フォークナーが，リーナはやがてバイロンと結婚するだろうことを
匂わしており，二人の恋のハッピーエンドを用意してくれていることが読み取
れる。また，リーナの腿せた蒼いドレスの“blue”は．第一章では6回繰り返さ
れ，聖母マリアのまとう蒼いケープを思い起こさせる。ブレイカスタンはこの
ことと，リーナが彼女の旅にバイロンを伴っていることを！「ひとだび，リー
ナがバイロン・パンチを従順なヨセフとして獲得すれば，道路にはもう一つの
聖なる家族が繰り広げられるだろう」（Bleikastan,lhk277）と述べている。バ
イロンがリーナよりもかなり年上であるということも，ヨセフとマリアに当て
はまる。確かに，セールスマンが語るリーナとバイロンの物語を素直に読んだ
場合，このように解釈するのが自然であろう。さらに，ブレイカスタンの言及
を裏付ける隠嶮の多さも，読者をこの解釈に導いてくれる。リーナはアームス
テッド夫人にアラバマからはるばる子どもの父親を追って来なければならなく
なった理由を述べた後に，「神様がごらんになられて．正しいことは成就させ
て下さるわ」（25）とルーカスと必ず結婚できると主張するのだが，これは結
局，リーナとバイロンとのいきさつを終始見た結果，神様が正しいこと，つま
りルーカスではなくバイロンをこの先の彼女の伴侶にしてくれるだろうことを
ほのめかしている。また，リーナが兄に，「彼は，私に迎えをよこすわ。迎え
をよこすって言ったんです｡」（６）と反論したその「彼」がいつの間にかバイ
ロンになっており，彼はリーナの出産のための住み処の手はずを調え，しかも
掃除までして迎える。さらに，リーナの子どもを採り上げたハイタワーも，
｢あんな豊かな腰からは，急ぎも慌てもせずに，母や娘となるものが，また産
み落とされる。だが，この次は，バイロンのそばで産み落とされるのだ」（406）
と二人の将来を詠んでいる。そのうえ，キーツの詩「ギリシャの壷に寄せるオ
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－ド」の第一スタンザの2行に記されている，Thoustillunravish1dbrideof
quiemess／T11oufOstelもchildofsilenceandslowtime’も，unravish1dbrideがリ
ーナ，fOsteFchildがバイロンの擁い子にあてはまる。何よりも，二人の恋の
ハッピーエンドという解釈は，作品全体を明るくしてくれる。
しかし,ここで，リーナがバイロンと結婚して落ち着くことはないという読
み方も成り立つということを提示したい。クラークの次の言及を見てみると，
彼女の解釈の方がより的確であるかと思われる。
彼女[リーナ]とバイロンがすぐに結囎し，落ち着くということは可能では
あるが，フォークナーは，この解釈を確証することを明らかに望んでなか
った。…ひとたび彼女がバイロンと結婚すれば．彼女は，妻や母親とし
ての役割を成就し，残りの人生を勤かずにじっとしているだろう。そうす
ると，リーナの勝利はせいぜい限定されたものとなり．最悪の場合は存在
しなかったものとなる…（ClarkelO203）
ブレイカスタンのリーナ，バイロン夫婦定着説ではなく,クラークのこの解釈
に同調する理由は，この解釈によって，作品により深みが与えられるからとい
うことと，最終章だけがナレータによる描写ではなく，家具のセールスマンの
視点から見た描写だからということである。特に，セールスマン，すなわち男
性の視点から見た語りであるということには，問題があるように思えるのだ。
なぜならばⅢ男性は女性を理解しないからである。彼らは，女性を男性中心の
世界に置く見方しかできない。例えば，アームステッドが家にリーナを連れて
帰ったとき，彼は，妻のマーサが大きなお腹をして子どもの父親を追っている
という社会道徳に反しているリーナを責めるだろうと考えるのだが｡マーサはⅢ
彼女ではなく，そういう状況に彼女をおとしめた男を男性全体を総称して,
｢あんたたち男って奴等は，ろくでなしどもだよ｡」（16）と責めるので，アー
ムステッドは対応に戸惑う。男性が男性''１心の世界の中に無理に女性を置いて
女性を理解しようとする限り，女性を理解することはない。ラロンドが，「男
性は，リーナを彼らの望むように正確に解釈して描写し，彼女を固定しなけれ
ばならないように正確に固定し，誤解し，不完全な解釈をする」（LaLonde
l31）と述べてように，リーナとバイロンの恋愛物語は，家具のセールスマン
という男の立場からの解釈によって語られているということにより，客観性が
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損なわれている可能性がある。また，セールスマンの語る物語が，彼が彼の妻
に寝物語として聞かせているということ，つまり，「人が人に話すことはⅢも
ともと真実ではない」（54）ということと，セールスマンという職業柄，話し
上手で聞き手の心の捕らえ方を心得ているということも,問題をさらに深める。
このように考えた場合，最終章で語られるリーナは，男性の解釈によって作り
上げられたリーナ像ということになり，リーナとバイロンの物語の行方に疑問
が湧く。
フォークナーは．リーナにギリシャの壷のイメージを使って，その永遠性を
吹き込んだ。ブレイカスタンは，この永遠性についてロリーナを円を描く光の
イメージで捉えて，次のように言及している。「リーナは小説の扉で光を放つ
存在で，一つの扉から別の扉に向かって彼女の描く軌道は，光そのものと同じ
くらい無駄を省き，まっすぐな線を描く－そして，その直線は，同時に最も
完成した円を描く」（Bleikastan,Ink275）また，リーナの物語を語る最終章は，
第一章の彼女の旅の始まりの姿に繋がる円環を描いており，終結しない旅をほ
のめかしている。このようなことから，リーナには，最終章の先も，一つの場
所に落ち着いて，妻そして母として残りの人生をじっとして送るのではなく，
壷の周りを円を描く光のように永久に進んで欲しいという願いが込められてい
ると考えたい。ここにフォークナーは，この先もずっと，彼女のように女性性
を堅持しながら，南部社会のしがらみから解き放たれて生き抜く女性が途絶え
ないで欲しいという願いを重ねて，作品に奥行きを与えたのである。そして，
リーナの旅にこのような願いが託されている限りⅢ物語は終結してはならない。
これまで，見てきたようにフォークナーは，リーナが女`性性を損なわずに，
父権原理の働く男性中心社会の中でⅢその犠牲になることがなく，また抑圧さ
れたり，暴力を受けたり，非人間的な扱いを受けることのない人物として生き
るよう，彼女をうまく設定している。リーナは，この作品に登場する数々の女
性キャラクターや，キャディー，テンプル，アディーのたどった運命をたどる
ことはない。彼女に女性の悪を表象することはなく，彼がインタビューで応え
ている通り，リーナによって女'性が男性よりも道徳的に劣っているという印象
は受けないし，女性が不快だなんていうことはないと言っていることも納得で
きる。それに，リーナ像を作り上げることでⅢ女性の豊饒性，勇気，忍耐，勝
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利を描き，女性の賞賛もしており，リーナは，彼の女性嫌いを払拭するには，
十分すぎるほど十分なキャラクターに仕上げられている。チャコフスキーのこ
とばを借りれば，「フォークナーの女性描写の内的傾向は，ステレオタイプか
ら個人，実体のない神話化から女性たちの完全に自立した人間性への現実的な
理解に向う」（Chakovsky71）ことに成功したと言える。
最終章に登場するリーナは，彼女の意志で彼女の支配する旅をまた続ける。
子どもを胸に抱き，バイロンを従える様はげ母となった女性の強さも感じさて
くれるのだが，すでに述べたように，この章のリーナの旅が，ナレーターの視
点からではなく，旅する家具のセールスマンという男性の視点から語られてい
るところに，他に何か意味があるのではないかと再度疑念を持たずにはいられ
ない。というのは，キャディーがＩ響きと怒りｊにおいて，兄弟の独白の中に
登場するのみで，物語の現在において不在であり，第三者の視点で語られてい
るということと似ているからである。彼女の場合も３人の男性視点から語られ
ている。フォークナーは，このことについて．「キャディーはあまりにも美し
すぎて，あまりにも感動的なので，彼女に何が起っているのか語らせるような
ことはできなかった。誰か他人の目から彼女を見るほうがより情熱的になる」
（FU1）と男性の視点から彼女を語ったことについて何か意味があると述べて
いるわけではない。しかし，キャディーが自身の物語を語らなかったというこ
とは，裏を返せば彼女には声が与えられなかったことを意味する.そして，キ
ャディーが声を持つことができなかったということは，とりもなおさず南部父
権制社会のなかで，沈黙を余儀なくされたということを意味することにほかな
らない。陶が言及しているように，こうすることが，「女性を拘束し，定義し，
支配し，さらには暴行さえも加える家父長ﾙﾘ社会とその文化の役割を暴露する
フオークナーなりの表現方法」（鯛８９）だったとするのならば，「八月の光ｊ
の最終章で第三者の視点で語られるリーナの物語は，どういう意味を持つのだ
ろう。フォークナーは，リーナ像を作り上げることで，女性の南部社会への反
逆の試みに完全なる勝利をもたらしてくれたのではなかったのであろうか。彼
の小説を書く目的が，「真実について自分の知っている限りのことを言う」
(LG113）ことであった以上，1932年の南部社会において，女性の完全なる勝
利を描ききることは，真実に反するといった蝋路いがあり．その理由から男性
の声を使って表現したのだと考えることができる。さらに，８月に秋の気配を
感じさせてくれる２，３日で消えてしまう一瞬訪れる幻のような光（FU199）
Hosei University Repository
5９ 
がリーナを象徴する光であるのならば，彼女によって表象される女性像はこの
社会と時代においては，まだ幻であったということになる。だからこそフォー
クナーは，この時点では，描ききることが鰯踞された完全なる女性の勝利を表
象するリーナに象徴される非日常の幻が，この先の社会においては，日常の現
実になってくれるだろうという予兆性を表現したかったのではないだろうか。
ラロンドは，「テキストの最後に男性の声を使ったということは，フォークナ
ーがきちんとあるいはうまく終えることができなかったものを扱っていること
を表している」（130）と述べているのだが，フォークナーは，作品をきちんと
あるいはうまく終えることができなかったのではなく，この予兆性を強調する
ために，意図的に男性の声を使い，暖昧な形を採って作品を終えたと考えるこ
とができるのではないだろうか。
本文中の引用は，「八月の光」（加島祥造訳，新潮文庫，1992年)，「響きと怒り』
(大橋健三郎訳，新潮社，1985年）を参照しつつ，筆者が訳した。
《注》
1．フオークナーは，作品の題名である「八月の光」について，次のように述べて
いる。リーナの周りに繰り広げられる異教的な世界はここから派生しているよ
うに思える。
ミシシッピー州では’八月の半ばあたりに突然秋の前触れとなるようなＨ
が２，３日あるのだが，ひんやりとし，ゆらめく明るい光となって，まる
でその光はただ今日という日からではなくて，あの古代ギリシャ，ローマ
の時代から差し込んでくるみたいに明るい輝きを帯びる。…それはほんの
１日か２Ｈ続いて消えてしまうのだが，毎年８月になるとその現象が私の
田舎には起る。タイトルの意味はただそれだけのことなのだが，私には何
かを思い起こさせる気持ちのいいタイトルではあった。…おそらくその
結びつきには，リーナがあるのだが，彼女は全てを引き受けることのでき
る，あの異教的特質とでも言うべきものを持ちあわせていたのだ。＿それ
は，子どもを持つという欲望であり，彼女はその子どもに父親がいるかど
うかということを恥じることなく，単に，彼女の存在する時間の伝統的な
法則に従い，その父親を探すだけのことなのだ。（FU199）
2．ジョーにとっての月光に照らされて並ぶ壷のイメージを見てみると，壷は「い
ずれも白く色あせ完全なものはなく，どれもがひび割れていて，どの割れ目か
らも何かぬめぬめした，死の色をした汚いもの」（189）を流れ出しているので
ある。ジョーの目に映る壷，すなわち女性の体は洞穴さながらの暗い中に存在
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し，完壁ではないのだ。壷のi刷れ[1から流れ出る死の色をした汚いものとは，月との関連から考えると月経の経血であると見ることができよう。さらに，ジョーを始めとするフォークナーの作品に登場する男たちにとって，女性の月経の経血は「目に見える女性の「呪い」の軌跡であり，女性の堕落し職れた状態を示す紛れもない印なのである」（Bleikastan,ｍＡ２９０）とプレイカスタンが述べているように，女性たちはみな「周期的な機れ」（185）の犠牲になるのだが，リーナは妊娠していることからこの犠牲になることはない。
３．JosephBlomer,FhullmeI了ABjQg7z3phX2v（NewYork:RandomHouse,1974）ｐ､702．And淀BleikastanmbemkofMehJ]chob'f随uJlma1SAbP巴jSji℃ｍＴｈｅＳｂＵｎｄａｎｄ助eFiJJyrol4gli〔mAUglJst（BIoomington:IndianaUP,1990）ｐｐ29497.参照。
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